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傾
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と
対
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住
み
よ
い「
す
み
だ
」
を
あ
な
た
と
と
も
に
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受
け
継
が
れ
た「
す
み
だ
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未
来
に
つ
な
げ
ま
す
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令和6年度、決算特別委員会が開かれました令和6年度、決算特別委員会が開かれました

Vol.96
本区の避難所運営及び防災ＤＸの現状について

　本区の指定避難所運営の現状及び指定避難所別の備蓄物
資の状況等について理事者から説明を徴取したのち、質疑
応答等を行いました。今後は区民との意見交換会を行い、課
題を明確にしつつ、ＤＸの推進を図っていきます。

先進自治体管外行政調査について
　災害対策におけるＤＸ化先進自治体である大垣市・豊橋市
の管外行政調査を行いました。避難所受付支援システムや防
災備蓄管理システム、ドローンやＳｐｅｃｔｅｅＰｒｏを活
用した防災ＤＸの取り組みについて調査しました。

災害対策・ＤＸ調査特別委員会

区民等との意見交換会を開催しました
　議会改革・議会広報改革特別委員会では、議会棟のバリアフ
リー化について調査研究をしています。検討に当たり、墨田区
肢体不自由児者父母の会の皆様や墨田区子ども・子育て会議
の皆様を本会議場にお招きし、委員と意見交換を行いました。

墨田区議会のさらなる活性化に向けて　
　議会改革度ランキング都内第一位の本区の取組を視察す
る自治体を多く受け入れました。現在は議会だよりの見直
し、フリースピーチ制度、通年議会における議決事件の整理
等について、検討シートを活用して各会派の意見集約を進め
ています。　

議会改革・議会広報改革特別委員会

本区の放課後子ども教室事業の現状について
　本区で開催されている放課後子ども教室の現状につ
いて把握し、今後は区民の方と意見交換を重ねつつ、視
察した宝塚市や板橋区で行われている事業を参考にし
ながら、本区にあった放課後子ども教室事業を推進して
いけるように尽力していきます。

区立・私立幼稚園の今後の在り方調査について
　幼稚園に通う園児が減少している中で、本区としてどのよ
うに認識し対応していくのか、課題を抽出すべく意見交換を
行っていきます。視察した武蔵野第一・第二幼稚園などを参
考にしながら、今後どのような形が適しているのか議論して
いきます。

放課後・幼稚園の在り方調査特別委員会

より良い交通計画を目指して
　交通弱者の方が利用しやすいバス停上や、ベンチの設
置等交通環境づくり、道路、駅構内、車両等のバリアフリ
ー化の推進。また DX を活用した乗り継ぎ情報のデジタ
ルサイネージ等委員会として提言書への反映を提案し
ました。

公共交通の利便性の為に
　交通弱者の為にタクシーの補助サービスを全市内に導
入、官民連携によるシェアサイクルの運営、JR 東日本と共同
による実証実験等を行っている群馬県の Gun MaaS の取
り組みについて前橋市役所にて視察を行い研究しました。

地域公共交通等調査特別委員

すみだ自民党
議員紹介

ご意見おきかせください

CONTENTS □ 令和6年9月定例会　代表質問　井上ひろき議員
　　　　　　　　　     一般質問　大門しろう議員
　　　　　　　　　     一般質問　たきざわ正宣議員

□  常任委員会トピックス

□  特別委員会報告

画像

　令和 5 年分の決算審議のため 10 月 3 日から 28 日に開かれ、区民の安全確保や
行財政改革の成果を評価しつつ、DX 推進、物価高騰対策、子育て支援の充実、持続可
能なまちづくりの強化を要望しました。
　さらに、不適切事案の防止や財政基盤の強化、積極的な投資を次年度予算編成に求
め、迅速な課題解決を図ることを提言し、委員会として賛成多数により認定すべきも
のと決定しました。

たきざわ正宜委員長たきざわ正宜委員長 坂井ユカコ委員坂井ユカコ委員 藤崎こうき委員藤崎こうき委員 大門しろう委員大門しろう委員 あべよしたけ委員あべよしたけ委員 加藤ひろき委員加藤ひろき委員

・企画総務委員会委員長 ・幹事長 ・区議会議長・監査委員

・副幹事長・副幹事長

・副幹事長

・議会運営委員会委員長

・区民福祉委員会副委員長

・子ども文教委員会副委員長・企画総務委員会副委員長

・地域産業都市委員委員長



<3> <2>墨田区議会自由民主党会派報2024年 (令和6年)  11月  29日(金 ) ＜第96号＞

　墨田区は水と緑のネットワークの拡充を目指し、都による河川整
備の進捗に合わせ、総面積約 40,000 ㎡の河川テラスの公園化や歩
行空間整備によるネットワークの形成を目指しています。会派
からは、財政推計の考え方や都からの特別交付金の活用につい
て言及しました。

　進行中の連続立体交差事業に関する報告があり、工期等につ
いて確認。来年 3 月末に桜橋通りの踏切は無くなり、スムーズ
な通行が可能になる予定です。また、押上駅周辺の渋滞問題に
ついて、新たに整備予定の北口ロータリー活用等による早期
解消を求めました。

井上 ひろき
議員

大門 しろう 議員

常任委員会トピッ クス

　２園が認定こども園から認可保育園に変更になるということで、
認定こども園ならではの取組が予算的な面も含めて、移行後も教育
や保育の質が変わらないようしっかりと対応は図れるのか確認。
教育・保育の提供の質を尚一層充実していくという答弁でありました。

　再発防止検討委員会の提言を受け、1 園あたり 10 万の補助を行う
対応が早急になされたが、これに終わらず各園の状況をよく確認し、
来年度予算に組み込むことを引き続き検討するよう提言。また職員
研修のあり方も協議しました。

　人材確保、育成、働き方改革、職場環境整備に関する主要取組みは
順調に進展しており、オンライン説明会の活用拡大、研修内容の多様
化、テレワークの試行成功、健康経営優良法人認定の報告がありまし
た。今後もこれらの方針を継続し、更なる改善を求めました。

　令和６年１１月５日からすみだ保健子育て総合センターが開設さ
れました。それに伴い、向島、本所の保健所が統合されるため、開設当
初はアクセスが不便になる懸念を伝えました。特に荷物などが多く
なる乳幼児健診には、タクシー券の配布を要望しました。

　令和 6 年 12 月 2 日から健康保険証の新規発行が終了します。現
行保険証は有効期限まで使用可能で、マイナンバーカードとの一体
化以外に「資格確認書」の選択肢も用意。利便性や災害時の有用性を
説明しつつ、区民の皆様に丁寧に理解を促すよう要望しました。

　
近
年
、
災
害
リ
ス
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。こ
れ
を
受
け
、
東
北
や
熊
本
の
事
例
を

踏
ま
え
、
小
中
学
校
に
事
前
通
知
な
し
の
防
災

訓
練
を
導
入
し
、
児
童
生
徒
が
迅
速
か
つ
的
確

に
災
害
時
に
対
応
で
き
る
能
力
を
養
成
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

　　
児
童
生
徒
の
災
害
対
応
能
力
の
育
成
は
重

要
と
考
え
、
各
区
立
小
中
学
校
で
は
年
間
を
通

じ
て
様
々
な
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。事

前
通
知
な
し
の
防
災
訓
練
は
校
長
会
と
協
議

し
、今
後
の
実
施
を
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
。

たきざわ 正宜 議員

問答
新
し
い
形
の
学
校
防
災
訓
練
導
入
に

つ
い
て

　
民
泊
施
設
増
加
に
伴
い
、
無
人
型
民
泊
の
管

理
体
制
や
災
害
時
の
対
応
に
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
る
。騒
音
や
ゴ
ミ
問
題
、
緊
急
時
の
対
応

困
難
さ
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
区
と
し
て
の

管
理
強
化
や
災
害
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　　
事
業
者
へ
の
指
導
や
現
地
チ
ェ
ッ
ク
を
強

化
す
る
。既
存
施
設
に
は
連
絡
・
駆
け
つ
け
体

制
を
確
認
、
新
規
施
設
に
は
具
体
的
対
応
方
法

を
義
務
付
け
る
な
ど
、
住
民
の
不
安
解
消
を
図

る
。災
害
対
策
で
は
、
非
常
用
設
備
の
設
置
確

認
や
避
難
誘
導
方
法
の
指
導
を
行
う
。

問答
家
主
不
在
の
民
泊
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　
わ
ん
ぱ
く
天
国
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
施
状
況
、
施
設
改

修
計
画
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

　
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
年
内
実
施
予
定
。

施
設
改
修
は
千
葉
大
学
と
協
力
し
早
急
に
進

め
、老
朽
遊
具
を
撤
去
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
は
他
区
の
事
例
を
参
考
に

検
討
中
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
導
入
を
目
指

し
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
す
み
だ
」に
適
し
た
プ

レ
ー
パ
ー
ク
を
目
指
す
。

問答
わ
ん
ぱ
く
天
国
の
改
善
に
つ
い
て

　
地
球
温
暖
化
に
伴
い
猛
暑
日
が
増
加
し
、
子

供
の
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。プ
ー

ル
の
水
温
上
昇
対
策
や
空
調
設
備
の
あ
る
体

育
館
開
放
を
通
じ
、
安
全
か
つ
快
適
な
環
境
で

子
供
達
を
守
る
た
め
の
抜
本
的
な
熱
中
症
対

策
を
要
望
す
る
。

　
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
増
加
を
認
識

し
て
い
る
。現
在
の
夏
季
水
泳
指
導
は
水
温
上

昇
で
困
難
。今
後
、
空
調
施
設
の
開
放
な
ど
を

含
め
、
区
と
連
携
し
子
供
の
運
動
機
会
と
安
全

問答
抜
本
的
な
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
区
民
の
命
を
守
る
観
点
か
ら
、公
共
施
設
、

特
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
設
置
強
化
と
共
に
、

現
在
公
共
施
設
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
に
よ
る
２４
時
間
対
応
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、区
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
も
活
用
の
可
能
性
が
高
い
公
共

施
設
に
設
置
を
し
て
き
た
が
、
今
後
も
必
要
性

に
応
じ
適
切
に
配
置
し
て
い
く
。ま
た
、
屋
外

設
置
に
よ
る
２４
時
間
対
応
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
課
題
を
整
理
し
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問答
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
強
化
と

屋
外
設
置
に
つ
い
て

 

❶ 

次
年
度
の
校
庭
改
修
は
人
工
芝
の
校
庭
と

す
る
考
え
は
あ
る
か
。           　
　
　
　
　

 

❷ 

人
工
芝
の
校
庭
を
選
択
し
た
場
合
、
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
声
を
最
大
限
取
り
入
れ
て

い
た
だ
け
る
の
か
、教
育
長
に
ご
所
見
を
伺
う
。

 
❶ 
来
年
度
に
工
事
を
行
う
寺
島
中
学
校
及
び

外
手
小
学
校
で
人
工
芝
舗
装
を
導
入
予
定
で

あ
る
。

 

❷ 

学
校
現
場
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
も
情
報
提
供
を

行
い
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
。

問答
校
庭
改
修
に
お
け
る

人
工
芝
の
導
入
に
つ
い
て

　
今
年
は
記
録
的
な
大
雨
が
日
本
各
地
で
発
生

し
、本
区
に
お
い
て
も
水
害
対
策
の
強
化
が
必
要

だ
と
感
じ
る
。特
に
、
荒
川
の
氾
濫
が
危
惧
さ
れ

る
際
、広
域
避
難
や
要
配
慮
者
へ
の
支
援
が
重
要

で
あ
る
。水
害
対
策
強
化
の
考
え
を
伺
う
。

　
区
で
は
、荒
川
の
氾
濫
が
予
測
さ
れ
る
際
、迅

速
に
広
域
避
難
を
促
し
、要
配
慮
者
の
た
め
に
福

祉
バ
ス
を
手
配
し
て
安
全
な
避
難
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
自
主
避
難
施
設
を
開
設

し
、区
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
を
進

め
る
。

問答
日
本
各
地
で
水
害
発
生
！

命
を
守
る
避
難
計
画
を

　
本
区
で
は
、
過
去
40
年
間
雨
水
活
用
を
推
進

し
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。し
か
し

近
年
、
P
R
や
区
民
の
認
知
度
が
低
下
し
て
い

る
と
感
じ
る
。こ
の
全
国
大
会
を
機
に
、
墨
田
区

の
雨
水
活
用
を
国
内
外
に
再
発
信
し
、さ
ら
な
る

推
進
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、区

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
全
国
大
会
の
開
催
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
り
、

墨
田
区
の
雨
水
活
用
の
歴
史
と
取
り
組
み
を
再

発
信
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。今
後
、P
R
の

充
実
や
雨
水
活
用
の「
見
え
る
化
」を
進
め
、認
知

度
向
上
を
目
指
す
。さ
ら
に
、
助
成
制
度
の
見
直

し
や
新
た
な
施
策
の
検
討
を
進
め
、次
世
代
に
豊

か
な
水
循
環
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、雨
水
活
用
を

強
化
す
る
。

問答
雨
水
活
用
で
未
来
を
守
る
！

す
み
だ
の
挑
戦

な
居
場
所
の
確
保
、
熱
中
症
対
策
を
検
討
す
る

方
針
。

代表質問

一 般質問

動画で見る！

動画で見る！

動画で見る！

子 ど も 文 教 委 員 会地 域 産 業 都 市 委 員 会

藤崎こうき 委員長      小林しょう 委員         堀よしあき 委員藤崎こうき 委員長      小林しょう 委員         堀よしあき 委員

区 民 福 祉 委 員 会

井上ひろき 副委員長　　大門しろう 委員　　　しもむら緑 委員井上ひろき 副委員長　　大門しろう 委員　　　しもむら緑 委員

企 画 総 務 委 員 会

たきざわ正宜 委員長　あべよしたけ 委員　稲葉かずひろ 副委員長　坂井ユカコ 委員たきざわ正宜 委員長　あべよしたけ 委員　稲葉かずひろ 副委員長　坂井ユカコ 委員

墨田区認定こども園条例を廃止する等の条例水と緑のネットワークの拡充について

認可保育所における事故防止の整備費

「墨田区総合的人事戦略」の策定について

公民学連携の取組状況について 

乳幼児健診向けタクシー券の配布について

マイナンバーカードと健康保険証の一体化について
　公民学連携に関する協議では、千葉大学や iU との連携強化、
SDGs 啓発事業の進展、地域住民の参加促進が確認されました。今後
は住民参加をさらに拡大し、高齢者や子ども向けのプログラムを充
実すること、他にも企業との新たな連携の模索を強く求めました。

スカイツリー駅周辺のまちづくりについて

加藤ひろき 副委員長    佐藤篤 委員        福田はるみ 委員加藤ひろき 副委員長    佐藤篤 委員        福田はるみ 委員


